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残
さ
れ
た
問
題

は
じ
め
に

　

令
和
五
年
九
月
二
八
日
に
、「
居
住
用
の
区
分
所
有
財
産
の
評
価
に
つ
い
て
（
法
令
解
釈
通
達
）
課
評
2
―
（（
、
課
資
2
―
1（
」
が

制
定
さ
れ
た
（
以
下
「
改
正
通
達
」
と
い
う
）。
こ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
に
関
し
て
問
題
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
改

め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
令
和
五
年
度
税
制
改
正
大
綱
も
「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
場
で
の
売
買
価
格
と
通
達
に
基
づ
く

相
続
税
評
価
額
と
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
現
状
を
放
置
す
れ
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
額
が
個
別



1（0

法学研究 98 巻 1 号（2025：1）

に
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
納
税
者
の
予
見
可
能
性
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
相
続
税
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の

評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
法
の
時
価
主
義
の
下
、
市
場
価
格
と
の
乖
離
の
実
態
を
踏
ま
え
、
適
正
化
を
検
討
す
る
。」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
国
税
庁
に
お
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
財
産
評
価
基
本
通
達
に
関
す
る
有
識
者
会
議
が
令
和
五
年
一
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
三
回
開
催
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

改
正
通
達
の
制
定
に
は
、
相
続
税
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
に
関
す
る
最
判
令
和
四
年
四
月
一
九
日
民
集
七
六
巻
四
号
四
一
一
頁

（
以
下
「
最
判
令
和
四
年
」
と
い
う
）
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
改
正
通
達
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

1　

改
正
通
達
の
検
討

（
1
）　

最
判
令
和
四
年
の
意
義

　

改
正
通
達
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
は
、
最
判
令
和
四
年
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
多
く
の

解
説
・
評
釈
等
が
あ
る
が（

（
（

、
こ
こ
で
は
本
稿
に
必
要
な
範
囲
で
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
事
件
で
は
、
相
続
開
始
前
に
借
入
金
を
用
い
て
取
得
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
が
争
わ
れ
た
。
課
税
庁
は
、
財
産
評
価
基

本
通
達（

（
（

に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
同
通
達
六
項
を
用
い
て
鑑
定
評
価
額
に
よ
り
評
価
を
行
っ
た
。
そ
れ
が
、
結
論
と

し
て
は
最
高
裁
に
も
是
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
最
高
裁
は
、
評
価
通
達
に
つ
い
て
、「
上
記
の
意
味
に
お
け
る
時
価
の
評
価
方
法
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
級
行

政
機
関
が
下
級
行
政
機
関
の
職
務
権
限
の
行
使
を
指
揮
す
る
た
め
に
発
し
た
通
達
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
が
国
民
に
対
し
直
接
の
法
的
効

力
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。」
と
述
べ
る
。
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最
高
裁
は
、
次
に
、「
租
税
法
上
の
一
般
原
則
と
し
て
の
平
等
原
則
は
、
租
税
法
の
適
用
に
関
し
、
同
様
の
状
況
に
あ
る
も
の
は

同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
評
価
通
達
は
相
続
財
産
の
価
額
の
評
価
の
一
般
的
な
方
法

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
課
税
庁
が
こ
れ
に
従
っ
て
画
一
的
に
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
る
か
ら
、
課
税
庁
が
、

特
定
の
者
の
相
続
財
産
の
価
額
に
つ
い
て
の
み
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
評
価
し
た
価
額
を
上
回
る
価
額
に
よ
る
も
の
と
す

る
こ
と
は
、
た
と
え
当
該
価
額
が
客
観
的
な
交
換
価
値
と
し
て
の
時
価
を
上
回
ら
な
い
と
し
て
も
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
、

上
記
の
平
等
原
則
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
違
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
、「
相
続
税
の
課
税
価
格
に
算
入
さ
れ
る
財
産
の
価
額
に
つ
い
て
、
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
を

行
う
こ
と
が
実
質
的
な
租
税
負
担
の
公
平
に
反
す
る
と
い
う
べ
き
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

か
ら
、
当
該
財
産
の
価
額
を
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
評
価
し
た
価
額
を
上
回
る
価
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
上
記
の

平
等
原
則
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
実
質
的
な
租
税
負
担
の
公
平

に
反
す
る
と
い
う
べ
き
事
情
」
の
有
無
に
関
し
て
は
、「
本
件
各
不
動
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
各
通
達
評
価
額
と
本
件
各
鑑
定

評
価
額
と
の
間
に
は
大
き
な
か
い
離
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
上
記
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。」
と
し
つ
つ
、
本
件
購
入
・
借
入
れ
（
本
件
各
不
動
産
の
購
入
及
び
そ
の
購
入
資
金
の
借
入
れ
を
い
う
）
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、「
本
件
各
不
動
産
の
価
額
を
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
評
価
す
る
と
、
…
…
上
告
人
ら
の
相
続
税
の
負
担
は
著

し
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被
相
続
人
及
び
上
告
人
ら
は
、
本
件
購
入
・
借
入
れ
が
近
い
将
来

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
被
相
続
人
か
ら
の
相
続
に
お
い
て
上
告
人
ら
の
相
続
税
の
負
担
を
減
じ
又
は
免
れ
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
か
つ
、
こ
れ
を
期
待
し
て
、
あ
え
て
本
件
購
入
・
借
入
れ
を
企
画
し
て
実
行
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
租
税

負
担
の
軽
減
を
も
意
図
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
も
の
と
い
え
る
。」
と
述
べ
、「
本
件
各
不
動
産
の
価
額
に
つ
い
て
評
価
通
達
の
定
め
る
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方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
は
、
本
件
購
入
・
借
入
れ
の
よ
う
な
行
為
を
せ
ず
、
又
は
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
他
の
納

税
者
と
上
告
人
ら
と
の
間
に
看
過
し
難
い
不
均
衡
を
生
じ
さ
せ
、
実
質
的
な
租
税
負
担
の
公
平
に
反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

上
記
事
情
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
、
課
税
庁
に
よ
る
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
ら
な
い
評
価
を
適
法

と
し
た
。

（
2
）　

改
正
通
達
の
概
要

　

次
に
、
改
正
通
達
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。

　

改
正
通
達
の
適
用
対
象
は
、「
一
室
の
区
分
所
有
権
等
」
に
係
る
敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
で
あ
る
。
敷
地
利
用
権
が
借
地

権
で
あ
る
場
合
に
は
、
借
地
権
の
評
価
に
関
し
て
は
改
正
通
達
が
適
用
さ
れ
る
が
、
底
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
「
一
室
の
区
分
所
有
権
等
」
と
は
、「
一
棟
の
区
分
所
有
建
物
」
に
存
す
る
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
一
室
に
係
る
区
分
所
有

権
（
区
分
所
有
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
権
を
い
い
、
当
該
専
有
部
分
に
係
る
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
共
用
部
分
の
共
有
持

分
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
及
び
敷
地
利
用
権
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
敷
地
利
用
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
い
う
。
但
し
、
評
価

基
本
通
達
第
六
章
（
動
産
）
第
二
節
（
た
な
卸
商
品
等
）
に
定
め
る
た
な
卸
商
品
等
に
該
当
す
る
も
の
は
含
ま
な
い
（
改
正
通
達
1
⑻
）。

　

こ
こ
に
い
う
「
一
棟
の
区
分
所
有
建
物
」
と
は
、
区
分
所
有
者
（
区
分
所
有
法
第
二
条
（
定
義
）
第
二
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
存
す
る
家
屋
（
地
階
を
除
く
階
数
が
二
以
下
の
も
の
及
び
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す

る
専
有
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
一
室
の
数
が
三
以
下
で
あ
っ
て
そ
の
全
て
を
当
該
区
分
所
有
者
又
は
そ
の
親
族
の
居
住
の
用
に
供
す
る

も
の
を
除
く
。）
で
、
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
の
あ
る
も
の
を
い
う
（
改
正
通
達
1
⑺
）。

　

一
室
の
区
分
所
有
権
等
に
係
る
敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
は
、
自
用
地
と
し
て
の
価
額
又
は
自
用
家
屋
と
し
て
の
価
額
に
、

「
区
分
所
有
補
正
率
」
を
乗
じ
て
計
算
し
た
価
額
が
、
そ
の
評
価
額
と
さ
れ
る
（
改
正
通
達
2
、
3
）。
自
用
地
と
し
て
の
価
額
又
は



1（3

居住用マンションの評価に関する一考察

自
用
家
屋
と
し
て
の
価
額
と
は
、
評
価
基
本
通
達
の
定
め
に
よ
り
評
価
し
た
そ
の
宅
地
又
は
家
屋
の
価
額
を
い
う
（
改
正
通
達
1
⑵
、

⑶
）。

　

こ
こ
に
い
う
「
区
分
所
有
補
正
率
」
は
、「
評
価
乖
離
率
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
評
価
水
準
が
1
を
超
え
る
場
合
に
は
、
区
分
所

有
補
正
率
は
評
価
乖
離
率
と
等
し
く
な
る
。
評
価
水
準
が
0
・
（
未
満
の
場
合
に
は
、
区
分
所
有
補
正
率
は
評
価
乖
離
率
の
六
〇
％

相
当
と
さ
れ
る
（
改
正
通
達
2
、
3
）。
評
価
水
準
と
は
、
1
を
評
価
乖
離
率
で
除
し
た
値
を
い
う
。

　
「
評
価
乖
離
率
」
は
、
当
該
一
棟
の
区
分
所
有
建
物
の
築
年
数
及
び
総
階
数
指
数
、
並
び
に
当
該
一
室
の
区
分
所
有
権
等
に
係
る

専
有
部
分
の
所
在
階
及
び
敷
地
持
分
狭
小
度
に
基
づ
き
、
一
定
の
数
式
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
（
改
正
通
達
1
⑾
）。
な
お
、
敷
地
利
用

権
及
び
区
分
所
有
権
と
も
に
、
評
価
乖
離
率
が
零
又
は
負
数
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
評
価
し
な
い
と
し
て
い
る
（
改
正
通
達
2
、
3
）。

　

改
正
通
達
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続
、
遺
贈
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
評
価
に
つ
き
適
用
さ
れ
る
。

（
3
）　

改
正
通
達
の
特
徴

　

こ
の
改
正
通
達
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
改
正
通
達
の
適
用
対
象
と
な
る
土
地

及
び
家
屋
を
、
合
わ
せ
て
「
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。

　

ま
ず
、
改
正
通
達
は
、
土
地
又
は
家
屋
の
評
価
方
法
を
全
面
的
に
見
直
す
も
の
で
は
な
く
、「
一
室
の
区
分
所
有
権
等
」
に
係
る

敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
適
用
対
象
か
ら
は
、
地
階
を
除
く
階
数
が
二
以
下
の
も
の
や
、
居
住

の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
の
な
い
も
の
が
除
か
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
土
地
又
は
家
屋
の
原
則
的
な
評
価
方
法
は
、
評
価
基
本
通
達
が
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
が
依
然
と
し
て
合
理
性
を
有

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
特
殊
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
異
な
る
評
価
方

法
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、「「
居
住
用
の
区
分
所
有
財
産
の
評
価
に
つ
い
て
」（
法
令
解
釈
通
達
）
の
趣
旨
に
つ
い
て
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（
情
報
）」（
以
下
「
趣
旨
に
つ
い
て
（
情
報
）」
と
い
う
）
四
頁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
相
続
税
評
価
額
と
市
場
価
格
（
売
買
実
例
価
額
）
と
の
乖
離
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
、
家
屋
の
相
続
税
評
価
額

は
、
再
建
築
価
格
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
評
価
額
に
よ
り
評
価
し
て
い
る
が
、
市
場
価
格
（
売
買
実
例
価
額
）
は
、
再
建
築
価
格
に
加
え
て

建
物
総
階
数
及
び
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
一
室
の
所
在
階
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
固
定
資
産
税
評
価
額
へ
の
築
年
数
の
反
映
が
大
き
す
ぎ
る

（
経
年
に
よ
る
減
価
が
実
態
よ
り
大
き
い
）
と
、
相
続
税
評
価
額
が
市
場
価
格
（
売
買
実
例
価
額
）
に
比
べ
て
低
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
土
地
（
敷
地
利
用
権
）
の
相
続
税
評
価
額
は
、
土
地
（
敷
地
）
の
面
積
を
敷
地
権
の
割
合
（
共
有
持
分
の
割
合
）
に
応
じ
て
あ
ん
分

し
た
面
積
に
、
一
㎡
当
た
り
の
単
価
（
路
線
価
等
）
を
乗
じ
て
評
価
し
て
い
る
が
、
当
該
面
積
は
、
一
般
的
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
ほ
ど
よ
り

細
分
化
さ
れ
て
狭
小
と
な
る
た
め
、
当
該
面
積
が
狭
小
な
ケ
ー
ス
は
、
立
地
条
件
が
良
好
な
場
所
で
も
、
そ
の
立
地
条
件
が
敷
地
利
用
権
の

価
額
に
反
映
さ
れ
づ
ら
く
な
り
、
相
続
税
評
価
額
が
市
場
価
格
（
売
買
実
例
価
額
）
に
比
べ
て
低
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

　

次
に
、
改
正
通
達
が
定
め
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
方
法
は
、
評
価
基
本
通
達
に
よ
る
評
価
額
に
、「
区
分
所
有
補
正
率
」

と
い
う
係
数
を
乗
じ
て
評
価
額
を
算
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
区
分
所
有
補
正
率
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、

敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
の
両
方
に
同
じ
係
数
が
適
用
さ
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
区
分
所
有
補
正
率
は
、
1
を
上
回
る
こ
と

が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
1
を
下
回
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

敷
地
利
用
権
と
区
分
所
有
権
に
同
じ
係
数
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
有
識
者
会
議
第
三
回
議
事
要
旨
に
は
、「
評
価
額
を
補

正
す
る
場
合
に
も
、
理
論
的
に
は
土
地
と
建
物
を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
補
正
す
る
方
法
と
、
ま
と
め
て
一
体
と
し
て
補
正
す

る
方
法
と
が
あ
り
得
る
が
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
土
地
と
建
物
の
価
格
は
一
体
で
値
決
め
さ
れ
て
取
り
引
き
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
売
買
実
例
価
額
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
重
回
帰
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
乖
離
率
を
土
地
と
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建
物
と
に
合
理
的
に
按
分
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
土
地
と
建
物
の
双
方
を
一
体
と
し
て
捉
え
て
補
正
す
る

こ
と
が
合
理
的
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
意
見
が
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
、
改
正
通
達
は
、
売
買
実
例
価
額
の
六
割
を
目
途
と
し
て
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
を
行
な
う
。
こ
れ
は
、「
一
戸
建
て

の
相
続
税
評
価
額
が
市
場
価
格
（
売
買
実
例
価
額
）
の
六
割
程
度
の
評
価
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
」
た
も
の
で
あ
る

（
趣
旨
に
つ
い
て
（
情
報
）
五
頁
）。

　

敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
と
も
に
、
評
価
乖
離
率
が
零
又
は
負
数
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
評
価
し
な
い
と
し
て
い
る
。

　

敷
地
利
用
権
が
借
地
権
で
あ
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
改
正
通
達
は
、
前
述
の
通
り
借
地
権
に
対
し
て
の
み
適
用
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
借
地
権
及
び
底
地
の
評
価
額
が
原
則
的
に
更
地
の
評
価
額
に
等
し
く
な
る
と
い
う
、
従
来
の
通
達
の
取
扱
い（

（
（

を

修
正
し
て
い
る
。
底
地
の
評
価
に
つ
い
て
改
正
通
達
が
適
用
さ
れ
な
い
理
由
は
、「
そ
の
借
地
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
上

に
存
す
る
家
屋
が
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
土
地
所
有
者
か
ら
見
れ
ば
そ
の
利
用
の
制
約
の
程
度
は
変
わ
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
」（
趣
旨
に
つ
い
て
（
情
報
）
一
三
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

2　

改
正
通
達
に
関
す
る
論
点

　

改
正
通
達
の
内
容
は
上
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
様
々
な
論
点
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　

改
正
通
達
の
合
理
性

　

ま
ず
、
改
正
通
達
の
内
容
に
は
、
一
般
的
な
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
改
正
通
達
は
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
に
関
し
て
、
統
計
的
な
手
法
を
用
い
て
区
分
所
有
補
正
率
を
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算
定
し
、
こ
れ
を
敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
に
適
用
す
る
と
い
う
評
価
方
法
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
評
価
方
法
は
、
居
住
用
マ

ン
シ
ョ
ン
以
外
の
不
動
産
の
評
価
方
法
と
比
べ
て
も
、
特
に
不
合
理
な
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

但
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

⒜　

評
価
方
法
の
整
合
性

　

改
正
通
達
は
、
前
述
の
通
り
、
不
動
産
の
評
価
方
法
を
全
面
的
に
改
め
る
も
の
で
は
な
く
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
以
外
の
不
動
産

は
、
従
来
の
通
り
評
価
基
本
通
達
に
従
っ
て
評
価
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
評
価
基
本
通
達
が
定
め
る
土
地
又
は
家
屋
の
評
価
方
法
が
、
依
然
と
し
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
改
正
通
達
の
よ
う
に
評
価
基
本
通
達
に
よ
る
評
価
額
を
修
正
す
る
場
合
に
は
、

十
分
な
根
拠
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に
関
す
る
東
京
高
判
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

（
（

が
参
考
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
相
続
税
に
お
い
て
株
式
の
評
価
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
課
税
庁
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
発
行
会
社
の
総
資
産
価
額

（
相
続
税
評
価
額
）
は
約
三
〇
七
〇
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
株
式
等
の
価
額
が
約
七
九
五
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
あ
る
の
で
、
株
式
保

有
割
合
は
約
二
五
・
九
％
で
あ
っ
た
。
課
税
庁
は
、
当
時
の
評
価
通
達
に
よ
れ
ば
同
社
は
株
式
保
有
特
定
会
社
に
該
当
す
る
こ
と
か

ら
、
Ｓ
1
＋
Ｓ
2
方
式
に
よ
り
同
社
株
式
を
評
価
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
判
決
は
、
原
判
決
引
用
の
上
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
結
論
と
し
て
類
似
業
種
比
準
方
式
に
よ
り
当
該
株
式
を

評
価
す
べ
き
と
判
示
し
た（

（
（

。「
特
定
の
納
税
者
あ
る
い
は
特
定
の
相
続
財
産
に
つ
い
て
の
み
評
価
通
達
の
定
め
る
評
価
方
式
以
外
の

評
価
方
式
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
は
、
た
と
え
そ
の
評
価
方
式
に
よ
る
評
価
額
が
そ
れ
自
体
と
し
て
は
相
続
税
法
二
二
条
の
定
め
る
時
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価
と
し
て
許
容
で
き
る
範
囲
内
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
評
価
通
達
が
定
め
る
評
価
方
式
に
よ
っ
た
場
合
に
は
か
え
っ
て

実
質
的
な
租
税
負
担
の
公
平
を
害
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
納
税
者
間
の
実
質
的
負
担
の
公
平
に
欠
け
る
こ
と
と
な
り
、

許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」「
類
似
業
種
比
準
方
式
は
、
…
…
大
会
社
の
株
式
の
評
価
方
式
と
し
て
は
十
分
合
理
性
を
有
し

て
い
る
も
の
と
い
え
る
。」「
大
会
社
に
つ
き
株
式
保
有
割
合
が
二
五
％
以
上
で
あ
る
評
価
会
社
を
一
律
に
株
式
保
有
特
定
会
社
と
定

め
る
本
件
判
定
基
準
が
、
本
件
相
続
開
始
時
に
お
い
て
も
な
お
合
理
性
を
有
し
て
い
る
か
、
以
下
検
討
す
る
。」

　

こ
の
判
決
で
興
味
深
い
の
は
、
Ｓ
1
＋
Ｓ
2
方
式
と
類
似
業
種
比
準
方
式
と
が
、
い
ず
れ
も
評
価
通
達
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
は
、
二
つ
の
評
価
方
法
の
間
に
優
劣
関
係
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
す
な
わ
ち
、
類
似
業
種
比
準
方
式
は
原
則
的
評
価
方
式
と
さ
れ
、
Ｓ
1
＋
Ｓ
2
方
式
は
原
則
的
評
価
方
式
と
は
異
な
る
特
別
な

評
価
方
式
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特
別
な
評
価
方
式
が
用
い
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、「
原
則
的
評
価
方
式
に
よ
っ
て
は

適
正
な
株
式
の
価
額
の
評
価
を
行
い
難
く
、
原
則
的
評
価
方
式
に
よ
る
評
価
額
と
適
正
な
時
価
と
の
間
に
開
差
が
生
ず
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
よ
う
な
開
差
が
こ
れ
を
利
用
し
た
い
わ
ゆ
る
租
税
回
避
行
為
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
た
た
め
課
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
開
差
の
是
正
及
び
株
式
の
価
額
の
評
価
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
両
方
式

の
う
ち
類
似
業
種
比
準
方
式
の
ほ
う
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
、
同
方
式
を
用
い
る
べ
き
前
提
を
欠
く
も
の
と
評
価
す
べ
き
事
情
が
あ

る
と
き
に
は
じ
め
て
Ｓ
1
＋
Ｓ
2
方
式
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
導
い
て
い
る（

（
（

。

　

さ
て
、
こ
の
判
決
に
表
れ
て
い
る
類
似
業
種
比
準
方
式
と
Ｓ
1
＋
Ｓ
2
方
式
と
の
関
係
は
、
不
動
産
の
評
価
に
関
す
る
評
価
基
本

通
達
の
規
定
と
改
正
通
達
と
の
関
係
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
に
関
し
て
改
正
通
達

が
定
め
ら
れ
た
理
由
は
、
株
式
保
有
特
定
会
社
の
評
価
に
関
し
て
Ｓ
1
＋
Ｓ
2
方
式
が
定
め
ら
れ
た
上
記
の
理
由
と
同
様
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
に
お
い
て
も
東
京
高
判
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
と
同
様
の
判
断
枠
組
み
が
用
い
ら

れ
る
な
ら
ば
、
評
価
基
本
通
達
の
規
定
で
は
な
く
改
正
通
達
の
規
定
を
適
用
す
る
に
は
、
評
価
基
本
通
達
の
規
定
を
用
い
る
べ
き
前
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提
を
欠
く
も
の
と
評
価
す
べ
き
事
情
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
改
正
通
達
が
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関

し
て
は
、
他
の
土
地
又
は
家
屋
と
は
異
な
る
評
価
方
法
を
採
用
し
て
い
る
根
拠
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
（
趣
旨
に
つ
い
て
（
情

報
）
四
頁
。）、
こ
れ
が
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
上
記
の
判
断
枠
組
み
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
り（

（1
（

、
こ
れ
が
今
後
も
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
居
住
用
マ
ン

シ
ョ
ン
の
評
価
に
も
当
て
は
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。

⒝　

敷
地
利
用
権
の
評
価

　

次
に
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
敷
地
利
用
権
と
区
分
所
有
権
に
分
け
て
考
え
た
と
き
に
、
敷
地
利
用
権
の
評
価
方
法
を
単
独
で
見

て
、
そ
こ
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
改
正
通
達
が
定
め
る
評
価
方
法
に
お
い
て
は
、
敷
地

利
用
権
、
す
な
わ
ち
敷
地
で
あ
る
宅
地
の
共
有
持
分
に
も
区
分
所
有
補
正
率
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
区
分
所
有
補
正
率
は
、
前
述
の

通
り
評
価
乖
離
率
に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
そ
れ
は
、
当
該
一
棟
の
区
分
所
有
建
物
の
築
年
数
及
び
総
階
数
指
数
、
並
び
に
当
該
一
室

の
区
分
所
有
権
等
に
係
る
専
有
部
分
の
所
在
階
及
び
敷
地
持
分
狭
小
度
に
基
づ
き
、
一
定
の
数
式
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
家
屋
の
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
の
敷
地
で
あ
る
宅
地
の
共
有
持
分
の
評
価
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
た
し

て
こ
の
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
そ
の
こ
と
自
体
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
敷
地
利
用
権
と
区
分
所
有
権
に
同
じ
係
数
を
適
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
宅
地
の
評
価
に
お
い
て
は
、
既
に
売
買
実
例
価
額
が
勘
案
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
改
正
通
達
の
趣
旨
が

敷
地
利
用
権
に
当
て
は
ま
る
と
し
て
も
、
区
分
所
有
権
（
家
屋
の
評
価
は
再
建
築
価
格
に
基
づ
く
）
と
同
程
度
に
そ
の
価
格
に
影
響
を

与
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

こ
の
点
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
改
正
通
達
に
よ
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
は
、
敷
地
利
用
権
及
び
区
分
所
有
権
に
分
け
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た
場
合
の
個
々
の
評
価
額
が
合
理
性
に
欠
け
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
合
わ
せ
た
全
体
と
し
て
の
評
価
額
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
評
価
に
基
づ
く
申
告
・
更
正
・
決
定
等
は
違
法
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）　

改
正
通
達
の
遡
及
適
用

　

前
述
の
通
り
、
改
正
通
達
は
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
額
を
従
来
よ
り
も
下
げ
る
可
能
性
も
あ
る（

（1
（

。
そ
れ
で
は
、
令
和
六
年

一
月
一
日
前
の
事
案
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
際
に
、
納
税
者
が
改
正
通
達
の
定
め
に
基
づ
く
評
価
を
求
め
た
場
合
に

は
ど
う
な
る
か（

（1
（

。
こ
れ
は
、
納
税
者
に
有
利
に
働
く
通
達
改
正
が
、
非
遡
及
的
に
行
わ
れ
た
場
合
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
通
達
改
正
の
前
後
に
お
い
て
異
な
る
取
扱
い
を
す
べ
き
社
会
・
経
済
状
況
等
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
う
で
な
い
限
り
は
、
改
正
後
の
通
達
が
法
令
の
解
釈
・
適
用
と
し
て
よ
り
妥
当
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
遡
及
的
に
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
は
見
出
し
難
い
。

　

相
続
税
法
上
の
財
産
評
価
に
関
し
て
、
下
級
審
裁
判
所
は
、「
評
価
対
象
の
不
動
産
に
適
用
さ
れ
る
評
価
通
達
の
定
め
る
評
価
方

法
が
適
正
な
時
価
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
一
般
的
な
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
不
動
産
の
贈
与
税
の
課
税
価

格
が
そ
の
評
価
方
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
上
記
課
税
価
格
は
、
そ
の
評
価
方
法
に
よ
っ
て
は
適
正
な
時
価
を
適
切
に

算
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
の
事
情
の
存
し
な
い
限
り
、
贈
与
時
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
客
観
的
な
交
換
価
値
と
し
て
の
適

正
な
時
価
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
枠
組
み
を
用
い
て
い
る（

（1
（

。
通
達
改
正
が
あ
っ
た

と
き
は
、
課
税
庁
が
旧
通
達
よ
り
も
合
理
的
な
評
価
方
法
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
課
税
庁
が
旧
通
達
が
定
め
る
評

価
方
法
が
一
般
的
な
合
理
性
を
有
す
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
新
旧
通
達
が
定
め
る
評
価
方
法
が
い
ず
れ
も
一
般
的
な
合
理
性
を
有
し
、
い
つ
の
時
点
か
ら
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
は

課
税
庁
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
相
続
税
法
上
の
財
産
評
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価
に
関
し
て
課
税
庁
に
広
汎
な
裁
量
を
認
め
る
に
等
し
く
、
租
税
法
律
主
義
の
見
地
か
ら
首
肯
し
難
い
。

　

ま
た
、
奈
良
地
判
昭
和
六
二
年
一
月
一
四
日
税
資
一
五
七
号
一
頁
は
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に
関
し
て
、
納
税
者
が
改

正
後
の
通
達
に
よ
る
評
価
を
求
め
た
場
合
に
、「
評
価
通
達
は
、
課
税
実
務
上
、
全
国
一
律
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
細
目
に
つ
い
て
、
た
と
え
各
種
の
事
情
か
ら
、
よ
り
合
理
的
な
方
向
へ
改
正
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
改
正
時
期
を
無
視

し
て
改
正
後
の
評
価
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
改
正
以
前
に
、
改
正
以
前
の
評
価
通
達
に
よ
つ
て
時
価
を
評
価
さ
れ
た
納

税
者
と
の
間
と
で
平
等
原
則
に
反
す
る
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
、
納
税
者
で
は
な
く
課
税
庁
が
平
等
原
則
を
主
張
し
て
、
納
税
者
に
対
し
て
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
特
定
の
取
扱
い
を
強
い

る
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
3
）　

改
正
通
達
と
平
等
原
則

　

改
正
通
達
は
、
そ
れ
自
体
の
合
理
性
と
は
別
に
、
最
判
令
和
四
年
が
言
及
し
た
平
等
原
則
と
の
関
係
で
も
、
問
題
と
な
り
う
る
。

　

第
一
に
、
課
税
庁
が
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
改
正
通
達
に
基
づ
い
て
評
価
し
た
場
合
に
、
納
税
者
が
平
等
原
則
違
反
を
主
張
し
て

争
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
①
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
に
当
た
ら
な
い
土
地
又
は
家
屋
の
評
価
と
比
べ
て
不
平
等
で
あ
る

こ
と
や
、
②
令
和
六
年
一
月
一
日
前
に
相
続
、
遺
贈
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
と
比
べ
て
不
平
等

で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
改
正
通
達
の
適
用
対
象
と
な
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
、
そ
の
評
価
に
お
い
て
評
価
基
本
通
達

六
項
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
趣
旨
に
つ
い
て
（
情
報
）
一
四
頁
、
一
六
頁
）。
そ
う
す
る
と
、
第

二
に
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
納
税
者
が
平
等
原
則
違
反
を
主
張
し
て
改
正
通
達
に
基
づ
く
評
価
を
求
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
最
判
令
和
四
年
の
意
義
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
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て
い
な
い
部
分
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⒜　
「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
」
の
意
義

　

ま
ず
、
最
判
令
和
四
年
は
、「
課
税
庁
が
、
特
定
の
者
の
相
続
財
産
の
価
額
に
つ
い
て
の
み
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
評

価
し
た
価
額
を
上
回
る
価
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
…
…
合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
、
上
記
の
平
等
原
則
に
違
反
す
る
」

と
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
」
に
は
何
が
含
ま
れ
、
何
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
る
か
。

①
個
別
通
達
の
規
定

　

最
判
令
和
四
年
は
、
評
価
基
本
通
達
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
財
産
評
価
に
関
す
る
個
別
通
達
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
に
つ

い
て
も
、
そ
の
こ
と
の
み
で
こ
れ
を
除
外
す
る
理
由
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

②
一
般
的
な
評
価
規
定

　

問
題
と
な
る
の
は
、
最
判
令
和
四
年
が
、「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
財
産
評
価
に
関
す
る
通
達
に
は
、「
画
一
的
な
評
価
」
と
は
言
え
な
い
評
価
方
法
を
定
め
て
い
る
規
定
が
あ
る
。
評
価
基
本

通
達
六
項
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
実
際
に
最
判
令
和
四
年
は
、
課
税
庁
が
評
価
基
本
通
達
六
項
に
依
拠
し
て
行
っ
た
財
産
評
価
が
、

「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
前
提
で
議
論
を
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
個
別
通
達
で
あ
る
負
担
付
贈
与
規
制
通
達（

（1
（

の
第
一
項
は
、「
土
地
及
び
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
（
以
下
「
土
地
等
」

と
い
う
。）
並
び
に
家
屋
及
び
そ
の
附
属
設
備
又
は
構
築
物
（
以
下
「
家
屋
等
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
負
担
付
贈
与
又
は
個
人
間
の
対

価
を
伴
う
取
引
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
の
価
額
は
、
当
該
取
得
時
に
お
け
る
通
常
の
取
引
価
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
っ
て
評
価
す
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る
。」
と
定
め
る
。

　

こ
の
個
別
通
達
の
趣
旨
は
、「
最
近
に
お
け
る
土
地
、
家
屋
等
の
不
動
産
の
通
常
の
取
引
価
額
と
相
続
税
評
価
額
と
の
開
き
に
着

目
し
て
の
贈
与
税
の
税
負
担
回
避
行
為
に
対
し
て
、
税
負
担
の
公
平
を
図
る
」
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
等
又
は
家
屋
等
に

「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
」
が
さ
れ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
負
担
付
贈
与
等
の
方
法
に
よ
り
、
相
続
税
又

は
贈
与
税
の
負
担
を
免
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
個
別
通
達
に
よ
る
財
産
評
価
は
、
評
価
基
本
通

達
六
項
に
よ
る
財
産
評
価
と
共
通
す
る
性
格
を
持
つ
。

　

さ
ら
に
、
同
通
達
に
い
う
「
通
常
の
取
引
価
額
」
も
、
実
際
に
は
鑑
定
評
価
等
に
よ
り
算
出
せ
ざ
る
を
得
な
い（

（1
（

。

　

そ
う
す
る
と
、
負
担
付
贈
与
規
制
通
達
に
よ
る
土
地
等
又
は
家
屋
等
の
評
価
は
、
評
価
基
本
通
達
六
項
に
よ
る
財
産
評
価
と
同
様

に
、
上
記
の
「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
」
と
は
言
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
課
税
庁
が
負
担
付
贈
与
規
制
通
達
を
用
い
て
土
地
等
又
は
家
屋
等
の
評
価
を
し
た
場
合
に
は
、
評

価
基
本
通
達
六
項
を
用
い
て
財
産
評
価
を
し
た
場
合
と
同
様
に
、
納
税
者
は
平
等
原
則
違
反
を
主
張
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、「
負
担
付
贈
与
又
は
個
人
間
の
対
価
を
伴
う
取
引
に
よ
り
取
得
し
た
」
と
い
う
事
情
だ
け
で
は
、
最
判
令
和
四
年
の
い
う
「
合

理
的
な
理
由
」
又
は
「
実
質
的
な
租
税
負
担
の
公
平
に
反
す
る
と
い
う
べ
き
事
情
」
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
個
別
的
な
評
価
規
定

　

次
に
、
評
価
基
本
通
達
169
⑵
、
174
⑴
ロ
等
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

評
価
基
本
通
達
169
⑴
は
、
上
場
株
式
の
評
価
に
つ
い
て
、「
そ
の
株
式
が
上
場
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
取
引
所
（
国
内
の
二
以
上
の

金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
が
選
択
し
た
金
融
商
品
取
引
所
と
す
る
。
⑵
に
お
い
て
同
じ
。）
の

公
表
す
る
課
税
時
期
の
最
終
価
格
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
最
終
価
格
が
課
税
時
期
の
属
す
る
月
以
前
三
か
月
間
の
毎
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日
の
最
終
価
格
の
各
月
ご
と
の
平
均
額
（
以
下
「
最
終
価
格
の
月
平
均
額
」
と
い
う
。）
の
う
ち
最
も
低
い
価
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、

そ
の
最
も
低
い
価
額
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

　

但
し
、
評
価
基
本
通
達
169
⑵
は
、「
負
担
付
贈
与
又
は
個
人
間
の
対
価
を
伴
う
取
引
に
よ
り
取
得
し
た
上
場
株
式
の
価
額
は
、
そ

の
株
式
が
上
場
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
取
引
所
の
公
表
す
る
課
税
時
期
の
最
終
価
格
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
同

旨
の
規
定
と
し
て
、
気
配
相
場
等
の
あ
る
株
式
の
う
ち
登
録
銘
柄
及
び
店
頭
管
理
銘
柄
に
係
る
評
価
基
本
通
達
174
⑴
ロ
が
あ
る
。

　

評
価
基
本
通
達
169
⑵
は
、
鑑
定
評
価
等
に
よ
ら
ず
と
も
通
達
の
規
定
の
み
か
ら
一
定
の
評
価
額
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
前
述
の
「
画
一
的
な
評
価
」
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
他
方
で
、
そ
の
規
定
の
趣
旨
は
、
上
記
の

負
担
付
贈
与
規
制
通
達
と
同
様
に
、
上
場
株
式
に
「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
」
が
さ
れ
る
こ
と
を
利
用
し

て
、
負
担
付
贈
与
等
の
方
法
に
よ
り
、
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
負
担
を
免
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
画
一
的
評
価
を
利
用
し
た
税
負
担
回
避
を
防
止
す
る
と
い
う
趣
旨
を
持
つ
通
達
の
規
定
に
は
、
株
式
等
保
有
特
定
会
社

の
株
式
の
評
価
に
関
す
る
評
価
基
本
通
達
189
―
3
、
土
地
保
有
特
定
会
社
の
株
式
又
は
開
業
後
三
年
未
満
の
会
社
等
の
株
式
の
評
価

に
関
す
る
189
―
（
等
、
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
論
じ
て
い
る
改
正
通
達
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
」
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
課
税
庁
が
そ
の
評

価
方
法
を
用
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
自
体
の
合
理
性
が
争
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
し
て
も
、
平
等
原
則
違
反
に
よ
り
違
法
と
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
か
。

　

こ
れ
も
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
最
判
令
和
四
年
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
財
産
を
特
別
に
扱
う
べ
き
根
拠（

（1
（

が
認
め
ら
れ
る

限
り
は
、
上
記
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ら
の
財
産
の
評
価
を
し
た
と
き
は
、「
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
」
に
含
ま
れ
、
平
等
原
則
違

反
と
は
さ
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
判
令
和
四
年
は
、「
本
件
各
不
動
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
各
通
達
評
価
額
と
本
件
各

鑑
定
評
価
額
と
の
間
に
は
大
き
な
か
い
離
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
上
記
事
情
が
あ
る
と
い
う
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こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
述
べ
て
お
り
、
財
産
の
評
価
水
準
を
重
視
し
て
い
な
い
。
財
産
の
評
価
水
準
を
重
視
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
様
々
な
財
産
に
つ
い
て
の
評
価
水
準
の
格
差
も
重
視
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
財
産
の
種
類
の
区
別
に
一

定
の
根
拠
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
た
財
産
ご
と
に
評
価
水
準
が
異
な
る
と
し
て
も
、
平
等
原
則
に
よ
っ
て
問
題

と
は
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
改
正
通
達
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
用
い
た
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
は
、
最
判
令
和
四
年
が
言
う
と

こ
ろ
の
平
等
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⒝　

平
等
原
則
の
適
用

　

次
に
、
改
正
通
達
と
平
等
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
評
価
基
本
通
達
六
項
と
の
関
係

　

前
述
の
通
り
、
改
正
通
達
の
適
用
対
象
と
な
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
も
、
評
価
基
本
通
達
六
項
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
趣
旨
に
つ
い
て
（
情
報
）
一
四
頁
、
一
六
頁
。）。
そ
の
場
合
に
は
、
最
判
令
和
四
年
の
判
断
枠
組
み
に

沿
っ
て
、
平
等
原
則
違
反
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
最
判
令
和
四
年
の
い
う
「
合
理
的
な
理
由
」
や
「
実

質
的
な
租
税
負
担
の
公
平
に
反
す
る
と
い
う
べ
き
事
情
」
の
意
義
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
事
例
の
蓄

積
を
待
つ
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。

②
通
達
改
正
前
後
の
平
等

　

次
に
、
相
続
、
遺
贈
又
は
贈
与
に
よ
り
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
得
し
た
納
税
者
が
、
改
正
通
達
に
よ
り
そ
れ
を
評
価
さ
れ
た
と
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き
、
令
和
六
年
一
月
一
日
前
に
相
続
等
に
よ
り
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
得
し
た
者
と
比
べ
て
不
平
等
で
あ
る
旨
の
主
張
を
し
た
場

合
に
は
ど
う
な
る
か
。

　

法
令
の
改
正
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
後
で
法
律
関
係
が
異
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
国
民
に
対
し
直
接
の

法
的
効
力
を
有
し
な
い
通
達
が
改
正
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
改
正
の
前
後
で
国
民
の
権
利
義
務
に
変
化
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
通
達
が
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
法
的
効
力
を
持
た
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
改
正
前
の
通
達
に
基
づ
く
課
税
が
違
法
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
最
判
令
和
四
年
は
、
平
等
原
則
を
根
拠
に
、
課
税
庁
は
、
合
理
的
な
理
由
が
な

い
限
り
、
評
価
通
達
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
画
一
的
な
評
価
を
す
べ
き
も
の
と
述
べ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
課
税
庁
は
、
通
達
の
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
平
等
原
則
に
よ
る
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
一
般
化
す
れ
ば
、
合
法
性
の
原
則
に
対
す
る
例
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
是
正
し
て
法
令
の
規
定
に
従
っ
た

課
税
を
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
合
法
性
の
原
則
は
、
租
税
法
律
主
義
の
内
容
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
例
外
を
認
め
る
べ
き
場
合
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
例
外
を
認
め
る
べ
き
根
拠
と
し
て
は
、
行
政
先
例
法
、
平
等
取
扱

原
則
、
信
義
則
等
が
挙
げ
ら
れ
る（

（2
（

。

　

そ
し
て
、
行
政
先
例
法
を
根
拠
と
し
て
例
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
是
正
し
て
法
令
の
規
定
に
従
っ
た
課
税
を
す
る

た
め
に
は
、
法
の
改
正
が
必
要
と
な
る（

（2
（

。
信
義
則
が
根
拠
と
な
る
場
合
に
は
、
行
政
庁
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
過
誤
を
是
正
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
る
と
説
か
れ
る（

（2
（

。

　

そ
れ
で
は
、
平
等
取
扱
原
則
を
根
拠
と
し
て
例
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
是
正
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
極

論
す
れ
ば
、
一
件
目
の
是
正
措
置
は
、
常
に
平
等
原
則
違
反
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
も
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
課
税
庁
が
、
あ
る
問
題
に
関
す
る
課
税
上
の
取
扱
い
を
、
特
定
の
時
点
か
ら
一
般
的
に
改
め
る
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旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
点
よ
り
前
の
事
案
と
の
比
較
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
と
解
し
た
い
。
二
つ
の
事
案
を
比
較

し
て
平
等
原
則
に
違
反
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
様
々
な
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
達

は
、
法
的
効
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
上
記
の
事
情
に
は
含
ま
れ
て
、
平
等
原
則
違
反
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
判
断
に
影
響
し

得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3　

残
さ
れ
た
問
題

　

以
上
、
改
正
通
達
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
若
干
の
残
さ
れ
た
問
題
を
指
摘
し
て
、
本
稿
の
結
び
に

代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
に
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
は
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
か
。
固
定
資
産
税
に
お
け
る
固
定
資
産

の
評
価
に
つ
い
て
、
最
判
平
成
二
五
年
七
月
一
二
日
民
集
六
七
巻
六
号
一
二
五
五
頁
は
、「
評
価
対
象
の
土
地
に
適
用
さ
れ
る
評
価

基
準
の
定
め
る
評
価
方
法
が
適
正
な
時
価
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
一
般
的
な
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
土
地

の
基
準
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け
る
登
録
価
格
が
そ
の
評
価
方
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
価
格
を
上
回
る
も
の
で
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
登
録
価
格
は
、
そ
の
評
価
方
法
に
よ
っ
て
は
適
正
な
時
価
を
適
切
に
算
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
の
事
情
の
存
し
な

い
限
り
、
同
期
日
に
お
け
る
当
該
土
地
の
客
観
的
な
交
換
価
値
と
し
て
の
適
正
な
時
価
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い
と
推
認
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
改
正
通
達
が
制
定
さ
れ
た
今
日
に
お
い
て
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
固
定

資
産
評
価
基
準
の
規
定
に
は
、
依
然
と
し
て
一
般
的
合
理
性
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
家
屋
は
、
評
価
基
本
通
達
に
お
い
て
再
建
築
価
格
方
式
に
よ
り
評
価
さ
れ
て
い
る（

（2
（

が
、
老
朽
化
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
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か
ね
て
よ
り
評
価
額
が
取
引
価
格
を
上
回
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
改
正
通
達
は
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
取
引
価
格
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
理
由
と
し
て
、
従
来
の
評
価
を
修
正
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
家
屋
の
評
価
に

お
い
て
も
取
引
価
格
を
基
準
と
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
上
記
の
批
判
を
よ
り
説
得
的
な
も
の
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

第
三
に
、
改
正
通
達
は
、
一
戸
建
て
の
家
屋
の
評
価
水
準
が
六
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
国
税
庁
が
こ
の
点
を

明
確
に
認
め
た
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
家
屋
の
評
価
を
巡
る
争
訟
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
六
割
程
度
と
い
う
評
価
水
準
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
一
戸
建
て
家
屋
と
の
評
価
の
均
衡
を
図
る
と
い
う
意
味
が

あ
る
と
し
て
も
、
財
産
の
時
価
評
価
を
定
め
る
相
続
税
法
二
二
条
に
照
ら
し
て
、
今
後
も
維
持
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
課
税
上

の
財
産
評
価
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
か
た
め
の
評
価
が
求
め
ら
れ
る
が
、
六
割
程
度
と
い
う
評
価
水
準
は
、
そ
の
よ
う
な
説
明
を

す
る
に
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
率
が
大
き
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
家
屋
の
評
価
を
巡
る
争
訟
に
お
い
て
、
納
税
者
が
取
引
価
格
の
六
割
程
度
の
評
価
を
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
場
合

に
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の
か
た
め
の
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
主
張
は
退
け
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
他
方
で
、
取
引
価
格
と
評
価
額
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
ほ
ど
、
か
た
め
の
評
価
と
い
う
説
明
は
説
得
力
を
失
い
、
上

記
の
主
張
が
否
定
し
難
い
も
の
と
な
る
。

（
1
）　

こ
の
会
議
に
は
筆
者
も
委
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

（
2
）　

最
判
令
和
四
年
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
山
本
拓
・
法
曹
時
報
七
五
巻
一
二
号
一
七
八
頁
（
二
〇
二
三
）、
同
・
ジ
ュ
リ
一
五
八
一

号
九
二
頁
（
二
〇
二
三
）、
長
戸
貴
之
・
令
和
四
年
度
重
判
解
一
七
六
頁
（
二
〇
二
三
）、
拙
稿
・
ジ
ュ
リ
一
五
七
五
号
一
〇
一
頁
（
二
〇

二
二
）、
長
島
弘
・
税
務
事
例
五
四
巻
六
号
三
六
頁
（
二
〇
二
二
）、
泉
絢
也
・
市
民
と
法
一
三
六
号
一
四
頁
（
二
〇
二
二
）、
品
川
芳

宣
・
Ｔ
Ｋ
Ｃ
税
研
情
報
三
一
巻
四
号
一
五
頁
（
二
〇
二
二
）、
増
田
英
敏
・
税
務
弘
報
七
〇
巻
八
号
八
五
頁
（
二
〇
二
二
）、
伊
川
正
樹
・

判
解
Ｗ
三
一
号
二
六
一
頁
（
二
〇
二
二
）、
木
山
泰
嗣
・
青
山
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
一
二
巻
一
号
三
七
頁
（
二
〇
二
二
）、
田
中
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治
・
税
研
二
二
八
号
八
四
頁
（
二
〇
二
三
）、
酒
井
克
彦
・
税
理
六
六
巻
一
号
一
九
一
頁
、
三
号
一
七
五
頁
、
四
号
一
四
八
頁
（
二
〇
二

三
）、
奥
谷
健
・
判
例
評
論
七
七
五
号
一
三
二
頁
（
二
〇
二
三
）、
横
井
里
保
・
税
法
学
五
八
九
号
九
五
頁
（
二
〇
二
三
）、
浅
妻
章
如
・

民
商
法
雑
誌
一
五
九
巻
二
号
二
三
〇
頁
（
二
〇
二
三
）
等
が
あ
る
。

（
3
）　

同
通
達
は
、
改
正
通
達
に
お
い
て
は
「
評
価
基
本
通
達
」、
最
判
令
和
四
年
に
お
い
て
は
「
評
価
通
達
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
稿
に
お
い
て
も
以
下
で
は
「
評
価
基
本
通
達
」
又
は
「
評
価
通
達
」
と
い
う
。

（
（
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
安
部
和
彦
「
不
動
産
に
係
る
相
続
税
財
産
評
価
の
方
法
に
関
す
る
検
討
―
―
集
合
住
宅
を
題
材
に
―
―
」
経
営
経

理
研
究
一
二
五
号
二
三
頁
（
二
〇
二
四
）
は
、「
専
有
部
分
と
敷
地
利
用
権
と
を
別
個
の
財
産
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

両
者
を
一
体
の
も
の
と
し
て
評
価
す
る
手
法
を
用
い
た
方
が
、
集
合
住
宅
の
法
的
実
態
に
即
し
て
い
る
と
い
え
る
。」
と
主
張
す
る
。
説

得
力
の
あ
る
見
解
で
あ
る
が
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
が
貸
家
及
び
貸
家
建
付
地
に
当
た
る
場
合
の
取
扱
い
や
、
小
規
模
宅
地
の
負
担
軽
減

措
置
（
租
特
六
九
条
の
四
）
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）　https://w

w
w

.nta.go.jp/about/council/idenshi/20230（22/20230（22giji.pdf

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
四
日
閲
覧
）

（
（
）　

こ
の
例
外
と
し
て
、
借
地
慣
行
の
な
い
地
区
に
お
け
る
貸
宅
地
の
評
価
（
評
価
基
本
通
達
25
⑴
）、
及
び
相
当
の
地
代
を
収
受
し
て

い
る
場
合
の
貸
宅
地
の
評
価
（
個
別
通
達
「
相
当
の
地
代
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
等
の
借
地
権
等
に
つ
い
て
の
相
続
税
及
び
贈
与
税
の
取

扱
い
に
つ
い
て
（
昭
六
〇
直
評
9
、
直
資
2
―
58
。
平
三
課
資
2
―
51
、
平
一
七
課
評
2
―
（
に
よ
り
改
正
）」（
相
当
地
代
通
達
）
（

⑴
））
が
あ
る
。

（
（
）　

原
判
決
と
し
て
東
京
地
判
平
成
二
四
年
三
月
二
日
判
時
二
一
八
〇
号
一
八
頁
。
こ
の
判
決
の
解
説
と
し
て
藤
田
耕
司
・
租
税
判
例
百

選
〔
第
七
版
〕
一
七
〇
頁
（
二
〇
二
一
）、
原
判
決
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
佐
藤
英
明
・
ジ
ュ
リ
一
四
四
三
号
八
頁
（
二
〇
一
二
）、
品

川
芳
宣
・
税
研
一
七
〇
号
八
四
頁
（
二
〇
一
三
）、
浅
妻
章
如
・
判
評
六
六
一
号
一
四
〇
頁
（
二
〇
一
四
）、
拙
稿
・
ジ
ュ
リ
一
四
四
八
号

八
頁
（
二
〇
一
二
）
が
あ
る
。

（
8
）　

こ
の
判
決
の
結
果
、
財
産
評
価
基
本
通
達
に
お
け
る
大
会
社
の
株
式
保
有
割
合
に
よ
る
株
式
等
保
有
特
定
会
社
（「
株
式
保
有
特
定

会
社
」
と
い
う
語
も
こ
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
）
の
判
定
基
準
が
、「
二
五
％
以
上
」
か
ら
「
五
〇
％
以
上
」
へ
と
改
正
さ
れ
た

（
平
成
二
五
課
評
2
―
20
）。
こ
の
通
達
改
正
に
関
し
て
は
、『
改
正
株
式
評
価
通
達
の
解
説
』
別
冊
商
事
法
務
一
二
二
号
（
一
九
九
〇
）、

泉
絢
也
「
続
・
租
税
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
運
用
上
の
問
題
点
―
―
東
京
高
裁
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
判
決
を
契
機
と
す
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る
株
式
保
有
特
定
会
社
の
株
式
の
評
価
に
関
す
る
財
産
評
価
基
本
通
達
の
改
正
案
件
を
素
材
と
し
て
―
―
」
国
士
舘
法
研
論
集
一
七
号
二

五
頁
（
二
〇
一
六
）
参
照
。

（
9
）　

こ
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
は
、
後
述
す
る
、
通
達
が
定
め
て
い
る
財
産
の
評
価
方
式
を
納
税
者
が
争
う
場
合
の
、
裁
判
例
の
判
断
枠

組
み
に
も
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
10
）　

品
川
・
前
掲
注（
（
）、
浅
妻
・
前
掲
注（
（
）、
泉
・
前
掲
注（
8
）参
照
。
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
批
判
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
11
）　

こ
の
点
の
試
算
と
し
て
、
柴
原
一
「
地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
評
価
に
お
け
る
規
模
格
差
補
正
率
と
居
住
用
の
区
分
所
有
財
産
の

評
価
に
お
け
る
区
分
所
有
補
正
率
」
税
務
事
例
研
究
一
九
八
号
四
七
頁
（
二
〇
二
四
）
参
照
。
こ
の
論
考
に
よ
る
と
、
著
し
く
老
朽
化
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
な
け
れ
ば
こ
う
し
た
こ
と
は
生
じ
な
い
。

（
12
）　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
碓
井
光
明
「
新
通
達
・
改
正
通
達
の
適
用
開
始
時
期
（
上
）（
下
）
―
―
税
務
通
達
問
題
の
一
側
面
―
―
」

ジ
ュ
リ
一
〇
一
三
号
一
三
五
頁
、
一
〇
一
六
号
一
一
五
頁
（
一
九
九
二
―

九
三
）、
中
里
実
「T

ax transition

と
水
平
的
公
平
」
同
『
課

税
理
論
の
研
究　

租
税
法
論
集
Ⅲ
』
四
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
二
三
、
初
出
一
九
八
七
）
参
照
。

（
13
）　

東
京
高
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
七
日
判
時
二
二
八
二
号
二
二
頁
。
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
稲
村
健
太
郎
・
租
税
判
例
百
選
〈
第
七

版
〉
一
六
八
頁
（
二
〇
二
一
）、
平
川
英
子
・
平
成
二
八
年
度
重
判
解
二
一
〇
頁
（
二
〇
一
七
）、
浅
妻
章
如
・
ジ
ュ
リ
一
五
〇
六
号
一
一

九
頁
（
二
〇
一
七
）、
品
川
芳
宣
・
税
研
一
九
三
号
一
一
四
頁
（
二
〇
一
七
）
等
が
あ
る
。
同
様
の
判
断
枠
組
み
を
用
い
る
下
級
審
裁
判

例
は
多
数
存
在
す
る
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
る
。
上
記
浅
妻
評
釈
、
拙
稿
「
財
産
の
評
価
ル
ー
ル

に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
」
法
学
八
一
巻
六
号
七
六
四
頁
（
二
〇
一
八
）
等
参
照
。

（
1（
）　

負
担
付
贈
与
又
は
対
価
を
伴
う
取
引
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
等
及
び
家
屋
等
に
係
る
評
価
並
び
に
相
続
税
法
第
七
条
及
び
第
九
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
（
平
元
直
評
5
、
直
資
2
―
204
。
平
三
課
資
2
―
（9
に
よ
り
改
正
）。

（
15
）　

贈
与
税
は
相
続
税
の
補
完
と
い
う
性
格
を
持
つ
の
で
、
贈
与
税
の
回
避
の
防
止
は
、
将
来
の
相
続
税
の
回
避
を
防
止
す
る
と
い
う
意

味
を
持
つ
。

（
1（
）　

な
お
、
同
通
達
は
、「
た
だ
し
、
贈
与
者
又
は
譲
渡
者
が
取
得
又
は
新
築
し
た
当
該
土
地
等
又
は
当
該
家
屋
等
に
係
る
取
得
価
額
が

当
該
課
税
時
期
に
お
け
る
通
常
の
取
引
価
額
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
取
得
価
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
っ
て
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
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（
1（
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
2
（
1
）
⒜
参
照
。

（
18
）　

注（
19
）に
挙
げ
る
東
京
高
判
令
和
六
年
八
月
二
八
日
は
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に
関
し
て
、「
取
引
相
場
の
あ
る
株
式
を

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
者
を
比
較
の
対
象
と
し
た
場
合
、
遺
産
の
種
類
が
異
な
る
以
上
、
不
公
平
が
生
じ
る
余
地
は
な
い
。」
と
述
べ
る
。

（
19
）　

最
判
令
和
四
年
後
に
お
け
る
、
評
価
基
本
通
達
六
項
が
用
い
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
東
京
地
判
令
和
六
年
一
月
一
八
日
（
未
公
刊
・

令
和
三
年
（
行
ウ
）
第
二
二
号
）
及
び
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
令
和
六
年
八
月
二
八
日
（
未
公
刊
・
令
和
六
年
（
行
コ
）
第
三
六

号
）
が
あ
り
、
更
正
処
分
等
が
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。
第
一
審
判
決
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
渡
辺
充
・
税
理
六
七
巻
六
号
一
一
八
頁

（
二
〇
二
四
）、
品
川
芳
宣
・
税
理
六
七
巻
六
号
二
一
九
頁
（
二
〇
二
四
）、
笹
岡
宏
保
・
税
理
六
七
巻
六
号
一
九
七
頁
・
七
号
一
五
五
頁

（
二
〇
二
四
）、
首
藤
重
幸
・
税
研
二
三
五
号
九
三
頁
（
二
〇
二
四
）
等
が
あ
る
。

（
20
）　

金
子
宏
『
租
税
法
』
八
七
頁
（
弘
文
堂
、
第
二
四
版
、
二
〇
二
一
）
参
照
。

（
21
）　

金
子
・
前
掲
注（
20
）一
一
五
頁
参
照
。

（
22
）　

金
子
・
前
掲
注（
20
）一
四
七
頁
参
照
。

（
23
）　

家
屋
は
、
評
価
基
本
通
達
89
に
お
い
て
、「
固
定
資
産
税
評
価
額
…
…
に
別
表
1
に
定
め
る
倍
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
よ
っ

て
評
価
す
る
。」
と
さ
れ
、
そ
の
倍
率
は
1
・
0
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
固
定
資
産
評
価
基
準
は
、
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て
、
第
二

章
第
一
節
二
に
お
い
て
、「
各
個
の
家
屋
の
評
点
数
は
、
当
該
家
屋
の
再
建
築
費
評
点
数
を
基
礎
と
し
、
こ
れ
に
家
屋
の
損
耗
の
状
況
に

よ
る
減
点
を
行
つ
て
付
設
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
家
屋
の
状
況
に
応
じ
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
家

屋
の
需
給
事
情
に
よ
る
減
点
を
行
う
も
の
と
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
別
表
第
9
及
び
第
13
を
見
る
と
、
経
年
減
点
補
正
率

は
0
・
2
が
下
限
と
な
っ
て
い
る
。

　

参
考
文
献
と
し
て
、
注
に
挙
げ
た
も
の
の
他
、
横
井
里
保
『
租
税
回
避
否
認
論
の
新
展
開
』（
成
文
堂
、
二
〇
二
四
）、
平
川
英
子
「
課
税

庁
に
よ
る
財
産
評
価
基
本
通
達
に
よ
ら
な
い
評
価
と
平
等
原
則
」
税
務
事
例
研
究
二
〇
二
号
三
三
頁
（
二
〇
二
四
）、
倉
見
智
亮
「
課
税
庁

に
よ
る
通
達
に
よ
ら
な
い
財
産
評
価
」
租
税
法
研
究
五
〇
号
三
五
頁
（
二
〇
二
二
）、
加
藤
友
佳
「
納
税
者
に
よ
る
通
達
に
よ
ら
な
い
財
産

評
価
」
租
税
法
研
究
五
〇
号
四
六
頁
（
二
〇
二
二
）、
大
石
篤
史
「
財
産
評
価
の
否
認
」
金
子
宏
＝
中
里
実
編
『
租
税
法
と
民
法
』
一
七
一

頁
（
有
斐
閣
・
二
〇
一
八
）、『
租
税
法
に
お
け
る
財
産
評
価
の
今
日
的
理
論
問
題
』
日
税
研
論
集
六
八
号
（
二
〇
一
六
）、
山
田
重
將
「
財
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産
評
価
基
本
通
達
の
定
め
に
よ
ら
な
い
財
産
の
評
価
に
つ
い
て
―
―
裁
判
例
に
お
け
る
「
特
別
の
事
情
」
の
検
討
を
中
心
に
―
―
」
税
大
論

叢
八
〇
号
一
四
三
頁
（
二
〇
一
五
）
等
が
あ
る
。


